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【平成30年第４回定例会】

　認定こども園　４月スタート　教育・保育の一体化	 ●２
　一般質問（３人が登壇）

　　　／公衆浴場／福祉灯油／十勝港	 ●８
　　　　　　　森林資源の循環利用を推進	 ●15
　議員活動の自己評価を実施	 ●19　

高校生活の思い出に、みんなで「餅つき大会」～41回目の雪中予
よ

餞
せん

会（２月１日　広尾高校）

「愛と平和　感謝と奉仕」
サンタランドのまち 広尾町

常任委員会
行 政 視 察
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平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
４

日
（
火
）
か
ら
７
日
（
金
）
ま
で
の
４

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
国
保

病
院
の
地
方
独
立
行
政
法
人
化
に
係
る

中
期
目
標
の
策
定
、
認
定
こ
ど
も
園
に

関
す
る
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
補

正
予
算
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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保
育
料
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
保
育
園
・
幼
稚
園
と
同

額
に
な
り
ま
す
。

問答

定
員
１
６
５
人
と
し
て

い
る
が
、
保
育
士
が
不

足
す
る
の
で
は
。
職
場
環
境

の
改
善
も
必
要
と
思
う
が
。

幼
稚
園
職
員
の
移
行
も

あ
る
が
、
随
時
職
員
を

募
集
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

保
育
園
に
限
ら
ず
全
て
の
職

場
に
お
い
て
、
働
き
や
す
い

環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

幼児の教育と保育を一体的に

平成30年

第４回

定例会

12/4～7

認定こども園
　４月からスタート

　

ひ
ろ
お
保
育
園
と
ひ
ろ
お

幼
稚
園
を
統
合
し
た
「
認
定

こ
ど
も
園　

ひ
ろ
お
保
育
園

（
保
育
所
型
）」
を
平
成
31
年

４
月
か
ら
開
設
し
ま
す
。

　

幼
稚
園
と
保
育
所
の
良
い

と
こ
ろ
を
活
か
し
な
が
ら
、

教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
提

供
す
る
機
能
と
地
域
の
子
育

て
家
庭
を
対
象
に
、
相
談
活

動
や
親
子
の
集
い
の
場
な
ど

を
提
供
す
る
子
育
て
支
援
の

機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
と
な

り
ま
す
。

※保育所型とは

　保育所が、保育を必要とする子ど

も以外の子どもも受け入れるなど、

幼稚園的な機能を備えることで認定

こども園としての機能を果たすタイプ。

※

認定こども園になったら

認定区分 定員

保育時間
日曜・祝日・
年末・年始

備　考月曜日～
金曜日　

土曜日

１号認定
満３歳以上で保育を
必要としない子ども

50人
教育標準時間
９:00～13:00
（４時間）

休み

休　園

夏休み・
冬休み　
あり

２号認定
満３歳以上で保育を
必要とする子ども

75人
保育標準時間
７:30～18:30
（11時間）

３号認定
０～２歳で保育を必
要とする子ども

40人
保育短時間
８:00～16:00
（８時間）

合　　計 165人 ※各認定区分毎の定員の増減は可能

※１号認定～従来の幼稚園、２号・３号認定～従来の保育園・保育所。

※預かり保育及び延長保育も利用できます。

年　度

実　　績
（幼稚園と保育園の合計）

推　　計（認定こども園）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35

児　童　数 137 128 148 141 148 146 135 127

入園児童数の推移 （単位：人）

※Ｈ30は見込み

子育て
支援



広尾町議会だより　2015年６月１日
3

国保
病院
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次のページは

「第４回定例会・意見書・行政報告」

中
期
目
標

　

地
方
独
立
行
政
法
人
広
尾

町
国
民
健
康
保
険
病
院
の
経

営
の
指
針
と
な
る
「
中
期
目

標
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
ま

ち
づ
く
り
意
見
公
募
）
や
評

価
委
員
会
か
ら
の
意
見
、
北

海
道
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

病
院
が
達
成
す
べ
き
業
務
運

営
に
関
す
る
目
標
を
定
め
て

い
ま
す
。

　

町
は
現
在
、
北
海
道
知
事

へ
法
人
設
立
の
認
可
申
請
を

し
て
お
り
、
認
可
さ
れ
れ
ば

予
定
ど
お
り
４
月
か
ら
法
人

に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

法
人
は
、
中
期
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
中
期
計
画
を

作
成
し
、
町
長
の
認
可
（
議

会
の
議
決
が
必
要
）
を
求
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
認
可
後
、
法
人
は
中
期
計

画
を
公
表
し
ま
す
。

答

こ
れ
ま
で
も
診
療
待
ち

時
間
の
改
善
を
図
っ
て

き
た
が
、
今
後
は
。

電
子
カ
ル
テ
導
入
に
よ

り
、
検
査
結
果
や
会
計

処
理
時
間
の
短
縮
が
で
き
、

ま
た
、
予
約
診
療
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
待
ち
時
間
の
短

縮
を
図
る
。

問

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

問 答

電
子
カ
ル
テ
の
活
用
は
、

情
報
漏
え
い
が
心
配
さ

れ
る
が
。

答

入
院
か
ら
退
院
ま
で
の

リ
ハ
ビ
リ
を
含
め
た
計

画
を
し
っ
か
り
立
て
る
こ
と

で
、
患
者
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー

ト
（
ケ
ア
）
で
き
る
。

平
成
33
年
度
に
約
１
億

円
で
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入
予

定
で
あ
る
が
、
十
勝
管
内
公

立
病
院
の
導
入
状
況
は
。
ま

た
、
費
用
対
効
果
は
。

問

答

管
内
公
立
病
院
で
の
導

入
は
な
い
。
本
町
だ
け

で
効
果
を
上
げ
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
近
隣
町
村
の
検
査

受
診
者
を
見
込
み
、
導
入
を

考
え
て
い
る
。

問

決
定

患
者
に
同
意
の
う
え
、

連
携
病
院
と
情
報
提
携

を
行
う
が
、
利
用
す
る
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
は
万
全
で
あ
る
と
確
認

し
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
は
、

患
者
側
に
ど
の
よ
う
な

中期目標の主な設定事項

○中期目標の期間

　平成31年４月１日から平成35年３月31日まで（４年間）

○入院48床の維持、患者の実態に応じた病床区分の見直し

○常勤医師４人体制の確保

○財務内容の改善（※下図参照）

　①経常収支比率100％以上の維持～高い方が良い

　②医業収支比率70％以上の達成～高い方が良い

　③職員給与費率90％以下の達成～低い方が良い

　※病床利用率80％以上の確保～100％に近いほど空きベットが少ない

○町からの財政支援

　具体的な目標額は示さず「町からの財政支援に依存した経営体質か

らの脱却」という言葉により目標を定めている

　（新病院事業改革プランでは、３億9,000万円を目標としている）

Ｈ30年度まで Ｈ31～34年度の目標

地域
一般病床

医療療養病床 ※長期療養患者に対応

地域包括ケア病床
※在宅復帰支援に対応

　（リハビリや退院支援）

経営見直しにより町負担金の減少を

独
法
化
に
向
け
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建設予定地（３ＬＤＫ２戸）

多目的トイレも設置

利用者の利便性向上
バス待合所が完成

　公共交通機関の利用者の利便を図るため、広尾線

鉄道記念館の解体跡地に建設が進められていた「バ

ス待合所」が11月にオープンしました。

　

公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
に
よ

り
、
老
朽
化
し
た

住
宅
の
更
新
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、

錦
町
団
地
に
14
棟

目
と
な
る
公
営
住

宅
を
整
備
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

（
平
成
31
年
９
月

末
完
成
予
定
）

 

エ
ゾ
シ
カ
の
被
害
対
策
の

た
め
、
捕
獲
頭
数
が
増
え
た

こ
と
に
よ
り
、
予
算
を
増
額

し
ま
し
た
。（
年
間
７
０
０

万
円
）

　

十
勝
バ
ス
広
尾
線
の
沿
線

市
町
村
負
担
額
が
増
え
た
こ

と
に
よ
り
、
予
算
を
増
額
し

ま
し
た
。（
年
間
２
２
３
０

万
円
）

錦
町
団
地
14
号
棟
を
新
築

補正予算

総
額
６
６
０
０
万
円

◎任期満了による公平委員会委員の選任に同意しました。

　木下利夫さん（再任）、髙坂光則さん（再任）

　　任期：平成30年12月18日から４年間

◎家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の運用

上の取り扱いが改正されたことに伴い、同基準を定め

た条例を改正しました。

◎国保病院の地方独立行政法人移行準備に伴い、

　不動産登記法に基づき、建物の延べ床面積を変更する

ため定款を一部変更しました。

　公有財産及び物品、債権などの法人へ承継させる権利

を決定しました。

　譲渡または担保にする場合に町長の認可が必要となる

重要な財産の基準を定めました。

　移行する業務を行う内部組織を定め、法人成立の日に

特に手続きをしなくても、現在の看護師などの職員（管

理栄養士等は対象外）を法人職員へ移行できるように

しました。

≪以下の変更などはすべて平成31年４月１日施行≫

◎認定こども園の開設により、関係条例の文言を整理し

ました。また、幼稚園設置条例を廃止しました。

◎子ども・子育て支援法施行令等の改正により、必要事

項を改正しました。

◎十勝圏複合事務組合規約を変更しました。（構成団体

の追加があったもの）

その他決まったこと

生
活
交
通
路
線
維
持
費
補
助
金

３
０
９
万
円

エ
ゾ
シ
カ
有
害
駆
除
奨
励
金

１
０
０
万
円※会計名の後の丸数字は補正回数 （１万円未満切り捨て）

一般会計 ⑦
77億6183万円

1745万円

港湾管理特別会計 ④
1億1009万円 増減なし

※歳出内訳の補正

簡易水道事業特別会計 ④
6897万円

95万円

下水道事業特別会計 ④
3億8918万円

1249万円

国保事業勘定特別会計 ④
10億7429万円

1537万円

介護保険特別会計 ④
6億9561万円

２万円

介護サービス事業特別会計 ④
2億8344万円

239万円

国保病院事業会計 ⑤
　収益的支出

8億6498万円
増減なし

※支出内訳の補正

平成30年度 補正予算の内訳

減

増

増

増

増

減
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次のページは

「臨時会・議案賛否・議員の出欠」

十勝が一丸となって取り組むべき問題

意見書２件を可決し、国等へ提出

※内容は要約しています。

ＪＲ根室線の路線維持を

②

提
出
者　
　

浜
頭　

勝
議
員

　

平
成
28
年
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

は
根
室
線
を
は
じ
め
と
す
る

３
線
区
を
「
バ
ス
等
へ
の
転

換
に
つ
い
て
相
談
を
開
始
す

る
線
区
」
と
発
表
し
た
。

　

根
室
線
沿
線
自
治
体
で
構

成
す
る
協
議
会
が
、
北
海
道

運
輸
局
、
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
な
ど
と
経
費
節
減
や
利

用
促
進
策
等
を
協
議
す
る
一

方
で
、
平
成
28
年
台
風
10
号

の
災
害
復
旧
工
事
は
行
わ
れ

ず
、
不
通
の
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
。

　

根
室
線
は
、
広
域
物
流
・

観
光
ル
ー
ト
と
し
て
必
要
不

可
欠
な
路
線
で
あ
り
、
路
線

廃
止
は
沿
線
住
民
の
生
活
は

も
と
よ
り
、
十
勝
の
観
光
・

経
済
、
ひ
い
て
は
北
海
道
全

体
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。

　

よ
っ
て
、
不
通
区
間
の
早

期
復
旧
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
対

す
る
全
線
維
持
に
向
け
た
適

切
な
指
導
と
経
営
再
建
に
向

け
た
抜
本
的
な
支
援
な
ど
に

つ
い
て
、
実
効
あ
る
取
り
組

み
を
強
く
要
望
す
る
。

提
出
者　
　

旗
手
恵
子
議
員

　

平
成
30
年
７
月
、
全
国
知

事
会
は
、「
米
軍
基
地
負
担

に
関
す
る
提
言
」
を
全
会
一

致
で
採
択
し
た
。

　

提
言
は
、
①
米
軍
の
低
空

飛
行
訓
練
ル
ー
ト
や
訓
練
を

行
う
時
期
の
速
や
か
な
事
前

情
報
提
供
、
②
日
米
地
位
協

定
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
国

内
法
を
原
則
と
し
て
適
用
さ

せ
る
こ
と
、
③
事
件
・
事
故

時
の
自
治
体
職
員
に
よ
る
迅

速
で
円
滑
な
基
地
立
ち
入
り

の
保
障
、
④
騒
音
規
制
措
置

の
実
効
性
あ
る
運
用
、
⑤
基

地
の
整
理
・
縮
小
・
返
還
の

促
進
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

　

日
米
地
位
協
定
は
、
１
９

６
０
年
の
締
結
以
来
、
一
度

も
改
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他

の
国
と
比
較
し
て
も
あ
ま
り

に
も
不
平
等
で
あ
る
。
全
国

知
事
会
の
総
意
を
重
く
受
け

止
め
、
抜
本
的
な
改
定
に
本

腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
こ
と

を
強
く
求
め
る
。

Ｊ
Ｒ
根
室
線
の
早
期
災

害
復
旧
と
路
線
維
持
を

求
め
る
意
見
書

日
米
地
位
協
定
の
抜
本

改
定
を
求
め
る
意
見
書

　

畑
作
部
門
の
生
産
額
は
昨

年
よ
り
２
・
２
％
増
の
２
億

４
７
７
０
万
円
、
畜
産
部
門

は
昨
年
よ
り
３
・
２
％
増
の

75
億
９
７
２
１
万
円
で
、
農

業
全
体
で
は
昨
年
よ
り
３
・

２
％
増
の
78
億
４
４
９
１
万

円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

見
込
み
ど
お
り
と
な
れ
ば
、

８
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更

新
す
る
。

　

平
成
30
年
11
月
末
現
在
で

合
計
33
億
９
２
９
４
万
円
、

前
年
対
比
２
億
２
８
３
万
円
、

５
・
６
％
の
減
と
な
っ
た
。

　

平
成
30
年
の
最
終
水
揚
げ

額
は
約
37
億
５
０
０
０
万
円

と
見
込
ん
で
い
る
。

地
方
創
生
事
業
の

効
果
検
証

農
業
の
生
産
見
込
み

漁
業
の
生
産
実
績
状
況

十勝の観光・経済に影響も…

村
瀨
町
長
か
ら
の

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

行
政
報
告

行
政
報
告

農業生産高

漁業生産高は5.6％の減

８年連続
過去最高を更新

 提出先

衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・

総務大臣～①②、財務大臣・国土交通大臣・

内閣官房長官～①、外務大臣・防衛大臣・

沖縄基地負担軽減担当大臣・内閣府特命担

当大臣（沖縄及び北方対策担当）～②

公
共
施
設
の

年
末
年
始
休
業

　

平
成
29
年
度
中
に
実
施
し

た
①
広
尾
町
総
合
戦
略
に
お

い
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
数
値
目
標
）

を
設
定
し
た
事
業
、
②
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
事

業
、
③
地
方
創
生
推
進
交
付

金
事
業
を
検
証
し
、
全
て
の

事
業
で
「
地
方
創
生
に
対
し

て
（
非
常
に
・
相
当
程
度
）

効
果
的
で
あ
っ
た
」
と
の
結

果
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
広
尾
町
総
合
戦
略

の
４
項
目
に
つ
い
て
、
達
成

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
数
値

目
標
を
適
正
な
数
値
に
変
更

し
た
。

　

12
月
29
日
か
ら
平
成
31
年

１
月
６
日
ま
で
年
末
年
始
の

長
期
休
業
と
な
る
こ
と
か
ら
、

住
民
係
窓
口
、
町
立
病
院
、

燃
え
る
ご
み
の
収
集
を
１
月

４
日
に
臨
時
で
対
応
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
公

衆
浴
場
は
、
31
日
午
後
６
時

ま
で
営
業
し
、
４
日
か
ら
平

常
営
業
。
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平
成
30
年
第
３
回
臨
時
会

が
11
月
19
日
に
開
か
れ
、
条

例
改
正
、
補
正
予
算
の
議
案

12
件
を
審
議
。
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

平成30年 第３回 臨時会 11
19

議員・特別職・職員の
給与を改定

人勧に伴う増額

職
員
等
給
与

一般会計 ⑥
77億4437万円 16万円

港湾管理特別会計 ③
1億1009万円

増減なし
※歳出内訳の補正

簡易水道事業特別会計 ③
6993万円 33万円

下水道事業特別会計 ③
4億167万円 28万円

国保事業勘定特別会計 ③
10億5892万円 26万円

介護保険特別会計 ③
6億9559万円 152万円

介護サービス事業特別会計 ③
2億8105万円 83万円

国保病院事業会計 ④
　収益的支出

8億6498万円
増減なし

※支出内訳の補正

水道事業会計 ④
　収益的収入

1億6707万円
　収益的支出

1億8074万円

62万円

118万円

平成30年度 補正予算の内訳

増

増

※会計名の後の丸数字は補正回数
（１万円未満切り捨て）

増

増

増

増

増
　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
議

員
、
特
別
職
、
職
員
の
期
末

勤
勉
手
当
を
０
・
０
５
か
月

分
、
職
員
の
給
料
月
額
を
平

均
０
・
２
％
引
き
上
げ
ま
し

た
。

（
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

適
用
）

　

な
お
、
特
別
職
の
期
末
手

当
支
給
率
は
特
例
期
間
（
平

成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

32
年
４
月
29
日
）
が
あ
り
、

年
間
４
・
３
か
月
と
な
り
ま

す
。

　

11
月
14
日
、
会
所
前
５
丁

目
の
民
間
敷
地
内
に
お
い
て
、

火
災
に
よ
り
屋
外
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
ー
約
40
メ
ー
ト
ル
が

焼
損
し
た
。
こ
の
火
災
に
よ

り
、
消
防
職
員
と
団
員
合
わ

せ
て
51
人
が
出
動
し
た
。

火
災
の
発
生

行 

政 

報 

告

減

期末勤勉手当の支給率

改正前 改正後

議　員 4.30月 4.35月

特別職 4.40月 4.45月

職　員 4.40月 4.45月

任期も

　あと１年!!

　今年４月に統一地方選挙が行われますが、広尾

町は来年４月が町長と議会議員の改選期となります。

　十勝管内数町村では、今回の改選に合わせて定

数や報酬の見直しが行われました。

　広尾町議会では、平成29年９月に「議員定数等

に関する調査特別委員会（浜頭勝委員長）」を設

置し、広尾町に合った議員定数・報酬を議論して

おり、９月までに結論を出すこととしています。

【町議会議員定数と選挙投票率の推移】

区分
昭和63年
４月17日

平成４年
４月19日

平成８年
４月14日

平成12年
４月30日

平成16年
４月25日

平成20年
４月27日

平成24年
４月15日

平成28年
４月17日

議員定数 20 16 14 13

当日有権者数 7,597 7,420 7,294 7,172

無投票

6,633 6,466

無投票投票者数 7,133 6,817 6,721 6,734 5,644 5,487

投票率 93.89％ 91.87％ 92.14％ 93.89％ 85.09％ 84.86％

（単位：人、％）

【参考】

区　　分 月　　額

町　　長 740,000円

副 町 長 613,000円

教 育 長 558,000円

◆平成30年４月１日～平成32年４月29日の

　期間は下記の額を支給

町　長 667,000円

副町長 583,000円

教育長 541,000円

【議員報酬】

区　　分 月　　額
６月手当

（支給率2.175）
12月手当

（支給率2.175）
報酬年額計

議　　 長 294,000円 639,450円 639,450円 4,806,900円

副 議 長 235,000円 511,125円 511,125円 3,842,250円

常任委員長
議運委員長

210,000円 456,750円 456,750円 3,433,500円

議     員 185,000円 402,375円 402,375円 3,024,750円

（平成31年4月1日から）

●報酬月額の最終改定：平成16年12月１日

●期末手当支給率の最終改定：平成30年12月１日

●手当は６月１日、12月１日に在職する議員に支給されます。（議員報酬月額×支給率）

クローズ

アップ！
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次のページは「一般質問」

『公衆浴場・漁業法・福祉灯油』

平成30年 第４回定例会 議案審議結果

●第４回定例会では、賛否のあった議案はありませんでした。（全て全会一致）

※全会一致した議案の掲載は省略しています。

（２）委員会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

10／24～26 総務常任委員会行政視察（長万部町ほか） ○ － ○ ○ ○ － × × － － － － －

10／29～31 産業常任委員会行政視察（北見市ほか） － ○ － － － ○ － － ○ × ○ ○ －

11／９ 議会広報編集会議 ○ － － ○ ○ － × ○ － ○ － － －

11／15 第５回議会広報特別委員会 ○ － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － ×

11／19 国保病院のあり方に関する調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

11／28 第９回議会運営委員会 － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － × ○

12／６ 第10回議会運営委員会 － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － ○ ○

12／７ 議会広報編集会議 ○ － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － －

※堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんが、オブザーバーとして出席しています。

（３）議員協議会・研修・その他 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：対象外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

10／23 第６回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11／６ 十勝管内議員研修会（芽室町） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○

11／29 広尾町議会議員等研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○

12／６ 第７回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員の会議等出欠状況をお知らせします
（平成30年９月定例会終了後～平成30年12月定例会まで）

（１）定例会・臨時会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名
浜
野　
　

隆

萬
亀
山
ち
ず
子

北
藤　

利
通

前
崎　
　

茂

志
村　

國
昭

山
谷　

照
夫

星
加　

廣
保

渡
辺
富
久
馬

小こ

田だ　

英
勝

小お

田だ　

雅
二

旗
手　

恵
子

浜
頭　
　

勝

堀
田　

成
郎開催日 開催会議名・主な内容

11／19 第３回臨時会（条例改正、補正予算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

12／４ 第４回定例会（条例改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 早 × ○ ○ ○

12／６ 第４回定例会（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12／７ 第４回定例会（補正予算、意見書など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日数計 ４日 出席日数計 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ２ ４ ４ ４
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前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
浴
場
使
用
料

は
、
今
年
度
か
ら
大
人
３
０

０
円
が
４
４
０
円
、
11
枚
綴

の
回
数
券
も
３
０
０
０
円
が

４
４
０
０
円
に
、
47
％
の
大

幅
な
引
き
上
げ
が
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
30
年
10
月

末
の
利
用
者
数
は
、
前
年
同

期
と
比
較
し
て
大
人
約
３
割
、

子
ど
も
が
５
割
の
減
少
と
な
っ

て
お
り
、
値
上
げ
に
よ
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。

　

忠
類
に
あ
る
十
勝
ナ
ウ
マ

ン
温
泉
ホ
テ
ル
ア
ル
コ
の
回

数
券
（
33
枚
綴
）
が
１
回
当

た
り
３
６
４
円
で
あ
る
の
に

対
し
、
浴
室
し
か
な
い
本
町

は
４
０
０
円
と
高
い
。

　

せ
め
て
、
回
数
券
で
利
用

す
る
料
金
を
値
下
げ
す
べ
き

で
は
。

一 般 質 問
一般質問とは・・・

議員が定例議会で町長などに執行機関の考え方について
報告を求めたり、疑問をただすことです。
広尾町議会では１回目が一括質問方式、２回目以降は
一問一答方式となっています。
※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

12月定例会では、
３人の議員が一般質問を
行いました。

広尾サンタランドマスコットキャラクター

「さーたちゃん」

公
営
と
し
て
一
般
的
な
割
引
率

行
革
で
継
続
さ
せ
る
こ
と
を
第
一
に

回
数
券
値
下
げ
で

浴
場
利
用
者
増
を

町
長

村
瀨
町
長

答
弁

●一般質問　項目一覧

前崎　茂議員
回数券値下げで浴場利用者増を Ｐ８

沿岸漁業を守る漁業法改正を国に求めるべき
Ｐ９

旗手恵子議員
生保世帯にも100ℓを

10％への消費増税　町長の考えは Ｐ10

小
お

田
だ

雅二議員
総合計画などの目標値の見直しを！ Ｐ10

十勝港への企業誘致を Ｐ11

質
問

　

平
成
30
年
度
か
ら
第
５
次

行
政
改
革
の
取
り
組
み
と
し

て
、
全
体
的
な
町
民
サ
ー
ビ

ス
を
守
る
た
め
に
、
公
衆
浴

場
使
用
料
を
含
め
各
種
使
用

料
の
見
直
し
を
行
い
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
適
正
な
負
担
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

回
数
券
の
割
引
率
は
、
公

営
の
公
衆
浴
場
と
し
て
一
般

的
な
割
引
率
と
な
っ
て
い
る
。

利用者を増やすためには
どうすべきか

　

人
口
減
少
が
進

む
中
、
本
町
に
住

ん
で
も
ら
う
た
め

に
は
、
公
衆
浴
場

を
含
む
福
祉
施
策

を
充
実
さ
せ
る
よ

り
も
、
継
続
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
町
民

に
し
っ
か
り
と
説

明
し
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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次のページも「一般質問『消費増税・総合計画・

十勝港』」「議場 de コンサート」

政
府
は
、
70
年
ぶ

り
に
漁
業
法
を
抜

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

本
的
に
改
正
し
た
が
、
そ
の

内
容
は

①
漁
獲
量
に
よ
る
資
源
管
理

の
導
入

②
船
の
ト
ン
数
規
制
を
な
く

し
、
大
型
化
を
可
能
に
す
る

③
漁
業
権
が
地
元
優
先
で
付

与
さ
れ
て
き
た
現
行
制
度
を

廃
止
し
、
養
殖
業
な
ど
の
新

規
参
入
、
規
模
拡
大
を
促
す

と
な
っ
て
い
る
。

　

大
規
模
漁
業
で
の
漁
獲
量

が
増
大
す
れ
ば
、
沿
岸
漁
業

は
さ
ら
に
衰
退
す
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
る
。
ま
た
、
海
区

漁
業
調
整
委
員
を
知
事
の
任

命
制
度
に
変
え
る
な
ど
、
漁

業
者
の
声
が
届
き
に
く
く
な

る
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

沿
岸
漁
業
の
振
興
の
た
め

の
法
改
正
を
国
に
求
め
る
べ

き
で
は
。

　

北
海
道
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
は
、
具
体
的
運
用
が
明

ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
対
応

す
る
と
し
て
い
る
が
、「
漁

業
が
持
続
的
に
発
展
す
る
よ

う
構
造
改
革
に
は
取
り
組
む

が
、
守
る
べ
き
も
の
は
守
る
」

と
い
う
姿
勢
は
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

沿岸漁業を守る漁業法改正を国に求めるべき

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

漁協などと連携し、対応していく町長

本町は沿岸漁業の水産物が豊富

　

本
町
の
水
産
業
は
、

漁
業
者
の
み
な
ら
ず
、

水
産
加
工
で
の
雇
用
、

燃
料
、
流
通
な
ど
裾
野

の
広
い
産
業
で
あ
り
、

沿
岸
漁
業
を
し
っ
か
り

守
る
こ
と
が
本
町
の
水

産
業
、
ひ
い
て
は
経
済

を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

漁
協
や
北
海
道
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
今
後
も
漁
業
を
持

続
的
に
発
展
さ
せ
る
べ

く
、
要
請
活
動
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
く
。

福
祉
灯
油
助
成
は
、

利
用
者
が
心
待
ち

に
し
て
い
る
制
度
で
あ
る
。

冬
期
間
の
暖
房
用
燃
料
確
保

が
困
難
な
世
帯
に
灯
油
１
０

０
リ
ッ
ト
ル
、
生
活
保
護
世

帯
に
は
収
入
認
定
さ
れ
な
い

60
リ
ッ
ト
ル
を
限
度
に
支
給

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
調
べ
て
み
る
と

平
成
19
年
に
厚
労
省
が
「
生

保
世
帯
へ
の
福
祉
灯
油
助
成

は
、
限
度
額
を
超
え
て
も
機

械
的
に
収
入
認
定
し
な
い
」

と
事
務
連
絡
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　

大
樹
町
は
、
生
保
受
給
に

関
わ
ら
ず
、
灯
油
１
５
０
リ
ッ

ト
ル
、
商
品
券
で
１
万
５
５

０
０
円
を
支
給
し
て
い
る
。

　

灯
油
価
格
も
高
騰
し
て
い

る
中
、
生
保
世
帯
も
１
０
０

リ
ッ
ト
ル
支
給
に
早
期
改
善

す
べ
き
で
は
。

生
保
制
度
に
冬
季
加
算
が
あ
り

60
ℓ
が
妥
当
と
判
断

生
保
世
帯
に
も

１
０
０
ℓ
を　

旗
は た

手
て

恵子 議員

町
長

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

　

冬
期
間
の
低
所
得
者
生
活

支
援
事
業
と
し
て
、
灯
油
価

格
に
関
わ
ら
ず
、
リ
ッ
ト
ル

数
を
基
準
に
支
給
し
て
い
る
。

　

生
保
世
帯
を
支
給
対
象
と

す
る
際
に
、
厚
労
省
の
通
達

内
容
も
踏
ま
え
て
検
討
し
た

結
果
、
生
保
制
度
の
中
で
冬

季
加
算
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
60
リ
ッ
ト
ル
が

妥
当
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

燃
料
高
騰
対
策
は
、
国
が

主
導
し
対
応
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
が
、
町
民
生
活
を
守

る
こ
と
も
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
今
後
も
制
度
を
後
退
さ

せ
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
い

き
た
い
。

区　分
平成

20年度

平成

23年度

平成

25年度

平成

27年度

平成

29年度

助成世帯件数 199 189 178 171 163

うち生保世帯 53 72 72 75 77

約47％が生活保護受給世帯　～福祉灯油助成状況

ししゃも

秋さけ

うに

はたはた
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増
税
分
の
使
い
道
を
し
っ
か
り
監
視
す
る

10
％
へ
の
消
費
増
税

町
長
の
考
え
は　
　

町
長

旗
は た

手
て

恵子 議員

２回延期された消費増税　影響は計り知れない

質
問

安
倍
首
相
は
、
平

成
31
年
10
月
に
消

費
税
率
を
10
％
に
引
き
上
げ

る
と
宣
言
し
た
。

　

８
％
に
増
税
後
、
家
計
消

費
は
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
。
内

閣
官
房
参
与
の
藤
井
聡
氏
は
、

「

10
％
へ
の
増
税
は
日
本
経

済
を
破
壊
す
る
」
と
警
告
し

て
い
る
。

　

景
気
対
策
と
し
て
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
は
ポ
イ
ン

ト
を
還
元
す
る
と
い
う
が
、

本
町
で
は
馴
染
ま
な
い
。

　

消
費
増
税
は
、
消
費
者
に

も
中
小
業
者
に
も
影
響
が
大

き
い
。
増
税
の
影
響
と
矛
盾

を
抱
え
た
ま
ま
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

第
５
次
行
政
改
革
で
各
種

使
用
料
の
消
費
税
を
内
税
か

ら
外
税
に
変
更
し
た
が
、
町

民
の
負
担
増
は
総
額
い
く
ら

に
な
る
の
か
。

村
瀨
町
長

答
弁

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、

導
入
費
用
や
資
金
繰
り
へ
の

影
響
が
考
え
ら
れ
、
ま
た
ポ

イ
ン
ト
還
元
は
、
恩
恵
が
偏

る
点
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

　

国
は
、
消
費
税
の
増
税
分

を
財
政
再
建
と
社
会

保
障
の
財
源
に
充
て

る
と
し
て
お
り
、
関

係
機
関
と
情
報
共
有

し
、
し
っ
か
り
と
国

の
動
向
等
を
把
握
し

な
が
ら
、
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　

本
町
は
、
利
用
者

負
担
が
増
え
な
い
よ

う
、
内
税
の
ま
ま
本

体
価
格
を
下
げ
て
各

種
料
金
を
据
え
置
い

て
き
た
が
、
行
革
に

取
り
組
む
に
当
た
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
適

正
な
負
担
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

消
費
税
率
が
８
％
か
ら
10

％
に
な
る
と
、
１
世
帯
平
均

で
年
間
約
１
０
５
２
円
の
負

担
増
が
見
込
ま
れ
る
。

小
お

田
だ

雅二 議員

総合計画などの目標値の見直しを！

総合戦略策定推進委員会で検証し、
　　　　　　　見直しを行っている

町長

平成30年は、鹿児島県から移住体験に来た

４名が「昆布干し作業」を体験

計
画
や
地
方
版
総
合
戦
略
に

基
づ
い
て
施
策
や
事
業
が
展

開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

目
標
に
対
す
る
進
捗
状
況

は
。

①
小
売
業
の
店
舗
数
、
従
業

員
数

②
ク
ル
ー
ズ
船
の
入
港
促
進

③
起
業
家
等
支
援
事
業
に
よ

る
参
入
数
や
雇
用
者
数

　

ま
た
、
移
住
体
験
事
業
に

よ
る
移
住
者
数
の
目
標
は
、

５
年
で
80
人
と
な
っ
て
い
る

が
、
全
く
効
果
が
見
え
な
い
。

　

目
標
の
早
急
な
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

質
問

町
行
政
は
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
総
合

村
瀨
町
長

答
弁

①
平
成
29
年
度
、
商
店
数
78
、

従
業
員
数
３
３
２
人
。
店
が

減
っ
て
い
る
中
、
従
業
員
数

が
増
え
て
お
り
、
大
型
化
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
平
成
30
年
に
は
ク
ル
ー
ズ

船
飛
鳥
Ⅱ
が
入
港
し
、
平
成

31
年
も
ク
ル
ー
ズ
船
が
入
港

予
定
で
あ
る
。

③
平
成
27
年
度
か
ら
の
３
年

間
で
12
件
が
起
業
し
、
雇
用

者
数
は
目
標
20
人
の
と
こ
ろ

12
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

移
住
体
験
事
業
の
効
果
が

出
て
い
な
い
こ
と
は
課
題
で

あ
り
、
イ
ク
ラ
作
り
や
キ
ノ

コ
狩
り
な
ど
、
本
町
の
魅
力

を
感
じ
る
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
平
成
29
年
度

か
ら
始
め
て
い

る
。

　

総
合
戦
略
策

定
推
進
委
員
会

に
お
い
て
、
各

事
業
を
検
証
し
、

目
標
の
見
直
し

も
行
っ
て
い
る
。
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村
瀨
町
長

答
弁

質
問

企
業
の
町
内
へ
の

新
規
進
出
は
、
町

に
と
っ
て
大
き
な
活
性
化
と

な
る
。

　

町
は
い
ろ
い
ろ
な
政
策
や

事
業
を
展
開
し
て
い
る
が
、

目
立
っ
た
効
果
は
な
い
よ
う

に
思
う
。

　

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
も
、
実

際
に
ど
の
程
度
積
極
的
に
行

っ
て
い
る
の
か
見
え
て
こ
な

い
。

　

整
備
済
の
港
湾
用
地
で
未

使
用
の
部
分
が
ま
だ
多
く
あ

る
と
思
う
が
、
ど
の
く
ら
い

残
っ
て
い
る
の
か
。

　

十
勝
港
は
、
平
成
23
年
に

飼
料
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
が
稼
働

し
、
そ
れ
に
伴

い
関
連
企
業
が

倉
庫
を
建
設
し

て
い
る
。
ま
た
、

地
元
企
業
で
あ

る
が
、
平
成
28

年
に
倉
庫
、
29

年
に
水
産
加
工

施
設
が
建
設
さ

れ
た
。

　

家
畜
飼
料
の

原
料
輸
入
等
に

重要港湾「十勝港」　利活用は町の活性化に

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、

　
　
　

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
実
施

十
勝
港
へ
の
企
業
誘
致
を

町
長

小
お

田
だ

雅二 議員

よ
り
、
取
扱
貨
物
量
も
増
加

し
、
貿
易
額
は
平
成
23
年
か

ら
７
年
連
続
で
１
０
０
億
円

を
超
え
、
堅
調
に
推
移
し
て

い
る
。

　

十
勝
港
は
、
ア
グ
リ
ポ
ー

ト
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、

農
業
関
連
に
重
き
を
置
い
て

い
る
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
て
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
行

う
べ
き
と
考
え
、
情
報
収
集

に
努
め
な
が
ら
、
企
業
に
直

接
出
向
い
て
要
請
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

売
り
払
い
用
地
と
し
て
約

12
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
44
・
６
％

が
残
っ
て
お
り
、
今
後
も
港

湾
振
興
会
等
で
情
報
交
換
を

し
な
が
ら
、
十
勝
港
の
利
活

用
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

広尾中学校・広尾高校吹奏楽部が６曲を合同演奏♪

たくさんのご来場ありがとうございました　　　　

議場deコンサート
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広
域
に
よ
る
ご
み
処
理
の
メ
リ
ッ
ト

　

平
成
12
年
９
月
に
渡
島
管

内
13
町
で
設
立
、
現
在
は
１

市
９
町
（
北
斗
市
、
松
前
町
、

福
島
町
、
知
内
町
、
木
古
内

渡
島
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合

町
、七
飯
町
、鹿
部
町
、
森
町
、

八
雲
町
、
長
万
部
町
）
で
構

成
す
る
広
域
連
合
で
あ
り
、「
燃

え
る
ご
み
」
の
み
を
処
理
す

る
ご
み
処
理
施
設
等
の
管
理
・

運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　

北
斗
市
に
ご
み
処
理
（
焼

却
）
施
設
を
建
設
し
、
福
島
町
、

森
町
、
長
万
部
町
の
３
町
に

ご
み
運
搬
中
継
施
設
を
整
備
、

平
成
15
年
４
月
に
稼
動
を
開

始
し
た
。

【
施
設
の
運
営
状
況
】

　

中
継
施
設
か
ら
の
運
搬
及

び
施
設
運
営
管
理
を
新
明
和

工
業
株
式
会
社
に
一
括
委
託

し
て
お
り
、
各
町
が
収
集
し

た
ご
み
を
コ
ン
パ
ク
タ
に
よ

り
大
型
コ
ン
テ
ナ
に
高
圧
縮

し
て
貯
留
し
輸
送
す
る
コ
ン

パ
ク
タ
・
コ
ン
テ
ナ
方
式
を

採
用
し
て
い
る
。

　

大
型
焼
却
施
設
で
の
24
時

間
連
続
焼
却
処
理
を
す
る
こ

と
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の

排
出
ガ
ス
の
濃
度
・
量
が
削

減
で
き
、
環
境
保
全
が
図
ら

れ
て
い
る
。

　

広
域
連
合
に
お
け
る
ご
み

の
排
出
量
は
、
平
成
29
年
度

３
万
３
８
４
ト
ン
で
あ
り
、

平
成
15
年
度
と
比
べ
１
万
２

３
９
４
ト
ン
減
少
し
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
の
年
間
運
営

費
用
は
、
焼
却
施
設
で
８
億

９
２
５
８
万
円
、
中
継
施
設

で
２
億
６
６
７
５
万
円
、
そ

の
他
経
費
を
合
わ
せ
て
15
億

２
７
０
８
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

【
今
度
の
取
り
組
み
】

　

焼
却
施
設
は
、
稼
働
か
ら

15
年
を
迎
え
、
経
年
劣
化
が

進
ん
で
い
る
。

　

必
要
な
性
能
が
管
理
水
準

以
下
に
低
下
す
る
前
に
、
適

切
な
延
命
化
対
策
を
講
じ
、

耐
用
年
数
の
延
伸
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
延
命
化

目
標
年
数
を
平
成
44
年
度
ま

で
と
す
る
長
寿
命
化
総
合
計

画
書
を
平
成
29
年
に
策
定
し

た
。

　

計
画
的
に
設
備
・
機
器
の

更
新
や
適
切
な
補
修
等
を
行

い
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
っ

て
い
く
。

浜
野
委
員

　

本
町
の
ご
み
処
理
を
平
成

38
年
度
か
ら
広
域
共
同
処
理

に
移
行
す
る
方
針
を
町
長
が

示
し
た
こ
と
か
ら
、
中
継
施

設
を
設
け
た
広
域
連
合
を
視

察
し
た
。

　

多
額
の
資
金
が
か
か
っ
て

い
る
が
、
ご
み
を
コ
ン
パ
ク

タ
に
よ
り
３
分
の
１
に
圧
縮

し
て
運
搬
す
る
の
は
効
率
的

だ
と
感
じ
た
。

志
村
委
員

　

小
型
パ
ッ
カ
ー
車
数
台
で

運
搬
す
る
よ
り
も
、
大
型
パ
ッ

カ
ー
車
に
詰
め
て
運
搬
す
る

方
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
抑
え
ら
れ
る
の
で
は
と
の

助
言
を
い
た
だ
い
た
。

　

平
成
38
年
度
に
広
域
共
同

処
理
へ
移
行
す
る
方
針
だ
が
、

今
後
、
経
済
効
果
と
住
民
の

負
担
軽
減
な
ど
に
つ
い
て
、

十
分
に
議
論
し
て
い
き
た
い
。

視
察
を
終
え
て 

委
員
の
ひ
と
こ
と

リレーポート山越を視察

総務常任委員会

出席委員：委員長　北藤利通・副委員長　前崎　茂・

　　　　　浜野　隆・志村國昭

欠席委員：星加廣保・渡辺富久馬

行政視察行政視察
ごみ処理（焼却）施設

クリーンおしま
（北斗市）

処理能力　126ｔ／日

森

町

鹿
部
町

八
雲
町

長
万
部
町

リレーポート
茅　部
（森町）

リレーポート
山　越

（長万部町）

松
前
町

福
島
町

知
内
町

木
古
内
町

リレーポート
渡島西部
（福島町）

ごみ運搬

中継施設

北斗市

七飯町

長
万
部
町

調査地調査日

平
成
30
年

　
10
月
24
日
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地域の学校をもっと身近に

　

恵
庭
市
立
柏
小
学
校
（
児

童
数
４
４
９
人
）
は
、「
地

域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て

る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
平

成
29
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
Ｃ
Ｓ
）

を
導
入
し
た
。

【
準
備
期
の
取
り
組
み
】

　

準
備
期
と
し
て
次
の
取
り

組
み
を
実
施
。

柏
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

①
職
員
の
研
修
会
の
参
加
及

び
職
員
会
議
で
の
報
告

②
学
校
評
議
員
等
と
の
準
備

会
議
の
開
催

③
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
的

な
学
習

④
北
海
道
Ｃ
Ｓ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
地
域
住
民
と
教
職

員
・
市
教
育
委
員
会
職
員

を
対
象
と
し
た
研
修
会
の

開
催

【
導
入
後
の
取
り
組
み
状
況
】

　

学
校
運
営
協
議
会
に
３
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
部
会
組

織
と
し
て
設
置
（
左
表
の
と

お
り
）
し
、
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

平
成
30
年
度
は
新
た
に
、

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
を

開
設
し
、
地
域
の
方
々
が

来
校
し
や
す
い
環
境
を
作

り
「
大
人
が
集
い
、
つ
な

が
る
場
」
を
設
置

②
教
育
環
境
の
充
実
を
目
標

に
中
庭
や
教
材
園
の
整
備

③
夏
休
み
学
習
会
の
実
施

な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。

　

柏
小
の
応
援
団
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
を
広
げ
る
こ
と
、

Ｃ
Ｓ
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
係
性
な

ど
課
題
も
多
く
あ
る
が
、「
子

ど
も
達
が
頑
張
る
こ
と
が
で

き
る　

頑
張
る
子
が
輝
い
て

い
る
学
校
」
を
目
指
し
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

前
崎
副
委
員
長

　

学
校
単
位
で
Ｃ
Ｓ
事
業
を

展
開
し
て
お
り
、
地
域
の
協

力
が
得
ら
れ
、
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
ま
っ
て
活
動
で
き
て

い
る
。

　

本
町
も
Ｃ
Ｓ
事
業
を
開
始

す
る
が
、
地
域
と
学
校
の
一

体
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

住
民
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、

ど
う
周
知
し
、
協
力
を
求
め

る
か
が
課
題
で
あ
る
。

視察を終えて 委員のひとこと

柏小学校　学校運営協議会

部会
確かな学力
プロジェクト

思いやりの心
プロジェクト

たくましい生活力
プロジェクト

主
な
活
動
内
容

●ＣＳ検定
　（九九・音読・リコー

ダー等）

●放課後学習会

●幼小・小中連携

●あいさつ運動
　（登下校時に地域で

あいさつ）

●ふるさと教育
　（教科学習等での人

材活用）

●地域と連携した土曜
授業

●見守り隊
　（交通安全・公園で

の遊び）

●環境（花壇・施設等）
整備

●生活習慣づくり
　（早寝早起き朝ごは

んの啓発・ネット
モラル教室）

●体力づくり
　（体力テスト支援）

行ってきました！

柏小ＣＳが大切にしていること
１．地域の方々や行政職員の方々の活躍
　　→ 大人の思いや営みにふれる
２．学校と地域が「依頼・承諾」の関係にならないように
　　→ 地域の方々が「学校の請負人」とならないように
３．地域の方々との人間関係を大切にすること
　　→ 「困っていること」や「やってみたいこと」などを
　　　 遠慮なく言える関係になる

恵庭市
調
査
地

平成30年10月25日
調
査
日
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②
児
童
生
徒
の
学
び
や
成
長

を
支
援
す
る
た
め
の
学
校
・

地
域
・
家
庭
が
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
が
進
展
し
た

③
子
ど
も
た
ち
や
教
職
員
が

地
域
に
出
る
機
会
が
増
え
、

地
域
貢
献
の
意
識
が
高
ま
っ

た
④
地
域
と
学
校
の
双
方
向
の

関
係
が
生
ま
れ
、
活
性
化

が
図
ら
れ
て
き
た

　

隣
接
す
る
北
広
島
市
立
西

部
小
学
校
（
児
童
数
２
９
４

人
）
と
西
部
中
学
校
（
生
徒

数
１
９
４
人
）
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
小
中
合
同
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
Ｃ
Ｓ
）

を
導
入
し
た
。

　

義
務
教
育
の
９
年
間
で
目

指
す
子
ど
も
像
を
共
有
し
、「
子

ど
も
の
夢
や
未
来
を
み
ん
な

で
支
え
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
い
る
。

【
活
動
内
容
】

　

学
校
運
営
協
議
会
「
西
部

Ｃ
Ｓ
委
員
会
」
は
、
次
の
３

部
会
を
設
置
し
て
活
動
し
て

い
る
。

①
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
部

　

地
域
に
お
け
る
行
事
の
推

進
、
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
・

安
全
指
導
に
関
す
る
活
動

②
学
校
支
援
部

　

教
育
活
動
へ
の
保
護
者
・

地
域
人
材
の
積
極
的
な
参
加

促
進
に
関
す
る
活
動

③
広
報
部

　

Ｃ
Ｓ
だ
よ
り
、
カ

レ
ン
ダ
ー
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
、
Ｃ
Ｓ
情
報

の
送
受
信
を
推
進
し

Ｃ
Ｓ
活
動
の
活
性
化

を
図
る
活
動

　

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
で
、

Ｃ
Ｓ
活
動
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

【
成
果
】

①
地
域
の
方
と
目
指

す
子
ど
も
像
を
共

有
し
、
地
域
教
育

力
が
高
ま
っ
た

【
課
題
】

①
学
校
の
支
援
に
関
わ
る
人

材
の
確
保
や
育
成
、
制
度

の
さ
ら
な
る
浸
透
が
必
要

②
地
域
の
良
さ
を
生
か
し
た

教
育
活
動
の
充
実
・
発
展

が
必
要

③
こ
れ
ま
で
の
検
証
結
果
の

発
信

④
保
護
者(

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員)

の
参
画
が
少
な
い

⑤
Ｃ
Ｓ
各
部
の
Ｃ
Ｓ
委
員
の

理
解
が
足
り
な
い

地域とともにある学校づくり

西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

北
藤
委
員
長

　

「
お
は
よ
う
」「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」「
今
日
も
頑
張
っ
て
」

な
ど
、
登
校
す
る
子
ど
も
達

を
見
守
り
な
が
ら
あ
い
さ
つ

を
交
わ
す
「
地
域
あ
い
さ
つ

運
動
」
が
印
象
に
残
っ
た
。

　

本
町
も
人
口
減
少
が
進
み
、

子
ど
も
も
少
な
く
な
っ
て
い

る
中
、
Ｃ
Ｓ
導
入
は
学
校
と

地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
子
ど
も
達
を
育
て
る
取
り

組
み
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

視察を終えて 委員のひとこと

夢を持ち、自らチャレンジする心を育むために

身に付けさせたい４つの力

確かな学力を育む

～自ら考え、進んで学ぶ～

健康で、
たくましく鍛える

～心身の健康を育む～

心豊かで思いやる

～豊かな人間性を育む～

地域・社会に貢献

～地域を愛する心と　　
　　態度・行動を育む～

平成31年１月　広尾町コミュニティ・スクール　導入！
　町内全ての小中学校でコミュニティ・スクール制度がスタートしました。
　第１回学校運営協議会が広尾小（１／23）・豊似小（１／21）・広尾中（１／15）の各学校で開催され、「地
域の目指す子ども像」をテーマに話し合いが行われ、また、１／31には、学校運営協議会の取り組みを
後押しする重要な役割を担う「広尾っ子応援団本部」が設置されました。
　今後、さまざまな取り組みを通して、地域や保護者と学校が一体となって教育活動を推進することが
期待されます。

北広島市
調
査
地

平成30年10月26日
調
査
日

　

平
成
30
年
度
か
ら
北
広
島

市
内
全
校
が
小
中
一
貫
教
育

と
な
り
、
Ｃ
Ｓ
の
取
り
組
み

が
よ
り
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
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森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
推
進

協
同
組
合

オ
ホ
ー
ツ
ク
ウ
ッ
ド
ピ
ア

　

留
辺
蘂
町
の
林
業
・
林
産

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
高

次
木
材
加
工
工
場
の
建
設
を

目
的
と
し
て
、
平
成
10
年
に

設
立
し
た
。

　

40
年
で
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

永
久
循
環
資
源
で
あ
る
北
海

道
産
カ
ラ
マ
ツ
・
ト
ド
マ
ツ

材
を
原
料
に
、
地
域
の
持
続

可
能
な
資
源
を
利
用
し
た
地

球
環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型

社
会
形
成
促
進
の
協
同
組
合

で
あ
る
。

　

北
海
道
の
木
を
使
い
、
北

海
道
の
建
物
を
つ
く
る
こ
と

で
、
北
海
道
の
地
域
経
済
活

性
化
を
図
り
、
ま
た
伐
採
後

も
新
た
に
植
樹
し
、
育
て
、

北
海
道
の
山
と
人
に
貢
献
し

て
い
る
。

　

主
に
、
板
の
繊
維
方
向
が

直
交
す
る
よ
う
に
積
層
接
着

し
た
集
成
材
で
あ
る
「
Ｃ
Ｌ

Ｔ
（
直
交
集
成
板
）」
を
生

産
し
て
お
り
、
小
中
断
面
・

大
断
面
構
造
用
集
成
材
を
造
っ

て
い
る
。

　

小
中
断
面
集
成
材
は
、
主

に
一
般
住
宅
で
使
わ
れ
、
大

断
面
集
成
材
は
、
学
校
や
公

共
施
設
等
に
使
わ
れ
る
。

【
最
先
端
の
木
質
パ
ネ
ル
Ｃ

Ｌ
Ｔ
】

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
欧
州
生
ま
れ

の
日
本
で
は
新
し
い
木
造
建

築
材
で
、
高
い
強
度
を
誇
り
、

耐
熱
性
や
耐
震
性
、
遮
音
性
、

耐
火
性
に
も
優
れ
て
い
る
。

北
海
道
の
豊
か
な
森
林
資
源

に
新
た
な
活
用
の
道
を
拓
き
、

森
林
資
源
の
循
環
を
推
し
進

め
る
う
え
で
、
多
く
の
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

ウ
ッ
ド
ピ
ア
で
は
、
カ
ラ

マ
ツ
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
生
産
し
て
お

り
、
北
海
道
内
で
は
唯
一
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
取
得
し
て
い

る
。
平
成
27
年
に
は
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
を
使
い
、
日
本
で
初
め
て

住
宅
以
外
の
建
物
を
建
築
し

た
。

　

今
後
、
工
場
の
設
備
更
新

を
行
い
、
平
成
31
年
４
月
以

降
に
は
量
産
で
き
る
体
制
を

目
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、

量
産
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
に
は
、
建
築
価
格
が
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
割
高
と

な
る
こ
と
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
新
し

い
建
築
資
材
で
あ
る
た
め
、

木
造
建
築
の
複
雑
な
構
造
計

算
が
で
き
る
設
計
事
務
所
が

少
な
い
こ
と
な
ど
、
多
く
の

課
題
が
あ
る
。

旗
手
委
員

　

道
産
材
の
活
用
と
先
進
技

術
を
取
り
入
れ
た
取
り
組
み

は
素
晴
ら
し
く
、
町
の
資
源

で
あ
る
森
林
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
感
動
し
た
。

　

若
い
人
が
住
み
続
け
た
い
、

移
住
し
た
い
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
が
本
町
で
も
課
題
だ

と
思
っ
た
。

浜
頭
委
員

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
い
う
新
た
な
技

術
は
、
価
格
面
で
の
課
題
も

あ
る
が
、
木
の
温
も
り
を
必

要
と
す
る
保
育
園
や
図
書
館

な
ど
で
の
活
用
は
多
い
と
考

え
ら
れ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
併
用
す
る
使
い
方
も
可

能
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

今
回
の
視
察
を
踏
ま
え
、

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
等
を

考
え
て
い
き
た
い
。

視
察
を
終
え
て 

委
員
の
ひ
と
こ
と

北海道の木を

北海道のために使う

北海道の山の木を伐採

北海道の

工場で加工

植　樹

生　育

労働者の増加
北海道の山が

美しくなる

北海道の木が北海道のためになる

▼ ▼

▼ ▼

▼

調　査　地：北見市・津別町・厚岸町・釧路町

産業常任委員会

出席委員：委員長　小田英勝・副委員長　山谷照夫・

　　　　　萬亀山ちず子・旗手恵子・浜頭　勝

欠席委員：小田雅二

北
見
市

　
留
辺
蘂
町

調査地調査日

平
成
30
年

　
10
月
29
日

ＣＬＴとは
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道
内
で
も
最
大
規

模
の
機
械
設
備
を

保
有
し
て
い
る
。

　

職
人
の
技
術
力

を
機
械
化
す
る
こ

と
で
、
複
雑
で
精

度
の
高
い
加
工
が

可
能
と
な
り
、
ベ

テ
ラ
ン
職
人
に
よ

る
き
め
細
や
か
な

仕
上
げ
技
術
に

よ
っ
て
、
高
品
質

の
木
工
製
品
を
安

定
的
に
効
率
良
く

生
産
で
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
付
加
価

　

昭
和
25
年
に
室
内
建
具
製

作
工
業
と
し
て
創
業
し
、
昭

和
56
年
に
有
限
会
社
山
上
木

工
ア
ル
ミ
工
業
と
し
て
設
立
、

平
成
26
年
に
現
社
名
に
変
更

し
た
。

　

森
林
面
積
が
約
86
％
で
高

品
質
な
森
林
に
恵
ま
れ
る
津

別
町
に
お
い
て
、
無
垢
を
主

と
す
る
木
製
家
具
・
建
具
や

特
殊
加
工
が
必
要
な
建
築
部

材
、
木
製
ハ
ー
プ
や
複
雑
な

オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
、
多
種
に
わ

た
る
事
業
を
展
開
し
、
平
成

24
年
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
木
製

家
具
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｉ
Ｓ
Ｕ
‐

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
」
を
立
ち
上
げ
、

全
国
へ
と
展
開
し
て
い
る
。

【
機
械
化
と
職
人
の
技
術
力
】

　

職
人
の
人
材
確
保
に
対
応

す
る
た
め
、
早
く
か
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
に
よ
る
加

工
設
備
等
を
導
入
し
、
北
海

値
の
高
い
特
殊
加
工
の
発
注

も
多
く
、
チ
ャ
ペ
ル
の
ベ
ン

チ
や
金
属
レ
ス
の
車
い
す
な

ど
を
手
掛
け
て
い
る
。

　

高
度
な
加
工
技
術
を
求
め

る
全
国
の
企
業
や
デ
ザ
イ
ナ
ー

か
ら
製
作
依
頼
さ
れ
た
製
品

は
全
国
各
地
で
販
売
さ
れ
、

地
域
資
源
の
高
付
加
価
値
化

や
域
外
か
ら
の
外
貨
獲
得
の

モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

【
こ
れ
か
ら
の
展
開
】

　

町
内
の
廃
校
を
利
用
し
て

工
場
の
拡
大
や
展
示
場
の
開

設
も
行
っ
て
い
る
。

萬
亀
山
委
員

　

特
殊
加
工
の
で
き
る
機
械

を
導
入
し
、
人
の
手
で
は
で

き
な
い
思
い
切
っ
た
デ
ザ
イ

ン
が
可
能
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
、
消
費
者
が
安
心
し
て
手

に
で
き
る
よ
う
に
職
人
に
よ

る
手
入
れ
も
さ
れ
て
お
り
、

生
産
者
の
思
い
や
り
が
感
じ

ら
れ
た
。

　

今
後
、
地
元
で
眠
っ
て
い

る
人
材
や
モ
ノ
を
掘
り
起
こ

し
、
応
援
で
き
る
体
制
を
考

え
て
い
き
た
い
。

木工製品に高い付加価値

株
式
会
社　

山
上
木
工

理　念

１．「本物」を作り、伝え続ける。

２．徹底した「機械力」と妥協を許さない「職人の技術力」を駆使し、

他にできない最高の商品を作り上げる。

３．私達の商品が、お客様にとって長い年月を共に過ごす「パート

ナー」となり続ける。

ショールームやアンテナショップとして活用

廃校舎を改修した「TSKOOL」

各常任委員会の所管する事務事業

【総務常任委員会】

　総務・企画・住民・保健福祉の各課、出納室、

養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、国保

病院、教育委員会、公平委員会、選挙管理委

員会、監査委員の事務

【産業常任委員会】

　農林・水産商工観光・建設水道・港湾の各

課、農業委員会の事務

津別町
調
査
地

平成30年10月30日
調
査
日

作業の様子や高精度加工機も見学

　

校
舎
は
町
か
ら
少
額
で
借

用
し
て
お
り
、
建
物
の
改
装

費
用
や
光
熱
水
費
は
同
社
で

負
担
し
、
修
繕
に
つ
い
て
は

町
が
行
っ
て
い
る
。

　

将
来
的
に
は
、

全
国
か
ら
木
工

マ
ニ
ア
が
集
ま

る
体
験
型
の
施

設
と
し
て
、
製

作
現
場
の
見
学

や
職
人
が
指
導

す
る
高
い
レ
ベ

ル
の
木
工
教
室

も
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ツクール
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次のページも「常任委員会」

「議員の自己評価」

　

平
成
13
年
に
「
独
立
行
政

法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

北
海
道
区
水
産
研
究
所
」
と

し
て
設
立
さ
れ
、
平
成
23
年

に
さ
け
ま
す
セ
ン
タ
ー
と
統

合
、
平
成
28
年
に
独
立
行
政

法
人
水
産
大
学
校
と
統
合
し
、

現
在
の
法
人
名
称
と
な
っ
た
。

　

水
産
研
究
・
教
育
機
構
の

持
つ
総
合
的
な
研
究
開
発
能

力
を
も
と
に
、
北
海
道
大
学

な
ど
の
試
験
研
究
機
関
、
水

産
庁
な
ど
の
行
政
機
関
等
と

連
携
し
、
北
海
道
を
含
む
亜

寒
帯
水
域
に
お
け
る
海
洋
環

境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
、
科

学
的
な
資
源
評
価
、
増
養
殖

等
の
研
究
・
技
術
開
発
、
研

究
成
果
・
技
術
の
社
会
へ
の

国
立
研
究
開
発
法
人　

水
産
研
究
・
教
育
機
構

北
海
道
区
水
産
研
究
所

普
及
を
行
う
と
と
も
に
、
さ

け
・
ま
す
類
の
ふ
化
放
流
技

術
の
普
及
改
善
と
資
源
維
持
・

管
理
の
た
め
の
研
究
等
を
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

札
幌
市
に
本
所
を
構
え
、

釧
路
庁
舎
、
厚
岸
庁
舎
、
北

海
道
内
12
か
所
に
さ
け
ま
す

事
業
所
を
配
置
し
て
い
る
。

【
厚
岸
庁
舎
の
概
要
】

○
中
期
計
画
活
動
目
標

　

北
方
海
域
の
外
洋
・
沿
岸

環
境
の
特
性
を
把
握
し
な
が

ら
、
環
境
変
動
に
対
す
る
水

産
生
物
の
応
答
を
試
験
・
調

査
す
る
こ
と
で
、
分
野
横
断

的
に
水
産
研
究
を
展
開
し
、

持
続
可
能
な
漁
業
の
あ
り
方

を
探
る
。

○
３
つ
の
研
究

①
水
産
重
要
種
の
資
源
管
理

に
資
す
る
研
究

　

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
や
ホ
ッ
ケ

等
の
北
方
系
重
要
魚
種
に
つ

い
て
、
資
源
管
理
部
（
釧
路
）

と
連
携
し
な
が
ら
生
物
学
的

特
性
を
、
飼
育
実
験
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
し
、
資
源
量
推

定
等
の
高
精
度
化
を
目
指
す
。

②
沿
岸
漁
業
振
興
に
資
す
る

研
究

　

沿
岸
水
産
資
源
の
持
続
的

利
用
に
よ
る
小
規
模
沿
岸
漁

業
の
安
定
化
を
目
指
し
、
水

産
生
物
の
生
活
史
と
漁
業
活

動
と
の
関
わ
り
を
解
明
し
な

が
ら
、
包
括
的
な
資
源
管
理

手
法
を
開
発
す
る
。

③
北
方
系
重
要
魚
種
の
養
殖

技
術
開
発
に
資
す
る
研
究

　

北
海
道
に
お
け
る
魚
類
養

殖
産
業
の
可
能
性
を
新
た
に

探
る
た
め
、
北
海
道
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
有
利
性
の
あ
る
サ

ケ
科
魚
類
に
着
目
し
、
ベ
ニ

山
谷
副
委
員
長

　

本
町
の
沿
岸
漁
業
振
興
は
、

水
産
加
工
等
の
産
業
振
興
の

活
性
化
と
町
の
活
力
を
支
え

て
お
り
、
持
続
可
能
な
沿
岸

漁
業
の
安
定
化
を
図
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

今
後
、
よ
り
一
層
の
研
究

等
の
必
要
性
や
そ
の
情
報
の

共
有
化
の
重
要
性
な
ど
を
意

識
し
、
活
動
し
て
い
き
た
い
。

視
察
を
終
え
て　

委
員
の
ひ
と
こ
と

常任委員会のお仕事ってなに？
Ｑ

　常任委員会には、「調査権」と「審査権」があります。

　調査権では、所管事務の調査と議会から付託を受けて行う調査をします。

　審査権では、議会から付託を受けた議案や陳情を審査し、内容をよく検討して

可否の結論を出します。

　広尾町には、総務常任委員会と産業常任委員会がありますが、各市町村で常任

委員会の名称や数は変わります。

Ａ

北
海
道
の
水
産
資
源
を
守
る

厚
岸
町

調査地調査日

平
成
30
年

　
10
月
30
日

ザ
ケ
等
の
養
殖
技

術
開
発
に
取
り
組

む
。

水産庁の重要案件に関する研究は、

３～５年を区切りに行っている。　

議会の
しくみも
勉強中教えて！さーたちゃん議会のこと
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巨
大
複
合
店
で
地
域
活
性
化
を

　

昭
和
50
年
に
創
業
し
、
昭

和
58
年
に
株
式
会
社
へ
改
組
、

現
社
名
と
な
っ
た
。

　

イ
ク
ラ
、
サ
ケ
、
サ
ン
マ

な
ど
一
般
加
工
製
品
、
す
り

身
加
工
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル（
魚
粉
）加
工
等
製
品
を
製

造
し
、
地
元
資
源
を
活
用
し

た
総
合
水
産
食
品
企
業
で
あ

り
、
す
り
身
加
工
分
野
で
は

国
内
ト
ッ
プ
の
生
産
を
誇
る
。

　

創
業
以
来
、
積
極
的
に
設

備
投
資
を
行
い
、
最
新
鋭
の

各
種
処
理
・
加
工
施
設
を
そ

れ
ぞ
れ
の
工
場
に
設
備
増
強

し
、
一
貫
し
た
ラ
イ
ン
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
、
事
業
拡
大
を
図
っ

て
き
た
。

　

国
際
的
な
衛
生
管
理
基
準

の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）

株
式
会
社
マ
ル
サ
笹
谷
商
店

に
対
応
し
た
工
場
の
建
設
や

放
射
線
検
査
装
置
の
導
入
な

ど
、
食
の
安
全
・
安
心
の
要

求
に
応
え
る
べ
く
、
安
全
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
釧
之
助
本
店
】

　

釧
之
助
（
せ
ん
の
す
け
）
は
、

笹
谷
商
店
の
直
営
店
と
し
て
、

平
成
24
年
に
釧
路
市
共
栄
大

通
り
に
誕
生
し
、
27
年
に
乙

部
店
、
30
年
７
月
に
「
釧
之

助
本
店
」
を
開
業
し
た
。

水族館も見学

　

本
店
は
、
建
設
地
を
近
隣

の
大
型
商
業
施
設
に
よ
る
消

費
者
の
動
き
に
注
目
し
て
選

定
し
た
総
事
業
費
31
億
円
の

巨
大
複
合
店
で
あ
る
。

　

人
気
の
イ
ク
ラ
や
釧
鯖
（
せ

ん
さ
ば
）
を
は
じ
め
と
す
る

魚
介
類
の
「
販
売
コ
ー
ナ
ー
」

や
海
鮮
丼
や
海
鮮
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
が
食
べ
ら
れ
る
「
飲

食
店
」、
釧
路
初
の
水
族
館

と
な
る
「
く
し
ろ
水
族
館
ぷ

く
ぷ
く
」
な
ど
、
食
べ
る
・

見
る
・
買
う
を
楽
し
め
る
お

魚
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
と
な
っ

て
お
り
、
地
域
の
活
性
化
も

期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
だ
委
員
長

　

「
海
の
駅
」
整
備
の
可
能

性
を
探
る
た
め
、
大
型
複
合

施
設
を
視
察
し
た
。

　

水
産
加
工
業
に
お
い
て
北

海
道
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
笹
谷

商
店
が
運
営
し
て
お
り
、
本

町
の
地
場
業
者
で
の
展
開
は

難
し
い
と
感
じ
た
が
、
自
社

の
商
品
力
を
高
め
る
方
法
は
、

地
場
産
品
に
お
い
て
も
参
考

に
で
き
る
点
が
多
い
と
感
じ

た
。

※

Ｑ３ 現在の議員は何人？　　　　　　　　　

①　11人　　　②12人　　　③13人

Ｑ２ 定例会は、年何回開かれる？　　　　　

①　４回　　　②６回　　　③８回

Ｑ１ 町議員に立候補できるのは、何歳から？

①　20歳　　　②25歳　　　③30歳

さーたちゃんからの挑戦状

広尾町議会クイズ

※答えは最後のページにあります

釧
路
町

調査地調査日

平
成
30
年

　
10
月
31
日

　次回　

定例会は

３／５（火）

開会予定

議会はどなたでも傍聴できます

役
場
の
３
階
に

お
越
し
く
だ
さ
い

「
傍
聴
人
入
口
」
で

住
所
・
氏
名
を
記
入

傍
聴
席
へ
ど
う
ぞ
！

席
は
自
由
で
す

※団体で傍聴を希望する方は、議会事務局にご連絡ください。（℡2－0180）

【インターネット中継　実施中】
　広尾町のホームページから議会の生中継、録画中継をご覧いただけます。

町議会を見に来ませんか

仕事の合間に 団体などでご友人と

手
続
き
は
簡
単

※ＨＡＣＣＰ（ハサップ）とは

　原料から製造、出荷に至る生産工程に対し、あらかじめ

予想される危害を分析し、防止のためのポイントを集中

的に管理することによって、食品の安全性を確保するシ

ステム
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次のページも「議員の自己評価」

浜
はま

野
の

　隆
たかし

議員活動の

自
己
評
価

①
議会の会議（本会議、委員会、議員
協議会など）や研修の出席

②
議会の会議（本会議、委員会、議員
協議会）での発言

③ 議会、委員会で実施した研修や視察

④
議会報告会、議会懇談会、議会モニ
ター会議など、議会改革の取り組み

⑤ 個々の議員活動全般

５つの項目を

４段階で評価しました

出席

・会議や研修の出席状況はどうだったか。
・正当な理由がない欠席はなかったか。

発言

・一般質問、審議・審査の質疑、討論などで自分の考え、意
見を発言したか。
・発言の論点ははっきりしていたか。また、簡潔明瞭な発言
だったか。

研修・視察

・明確な目的をもって参加したか。
・研修等で得たことを、その後の活動に活かせたか。

議員活動

・町民の意見を広く把握し、町政の課題へ的確に反映させたか。
・報告事項や提出書類を期限内に報告・提出できたか。

議会改革

・事業実施にあたって、真摯に全力で取り組んだか。
・事業を実施して得たことを、その後の活動で活かせたか。

評価は４段階

４－よくできた
３－概ねできた
２－あまりできなかった
１－できなかった

※年齢、所属委員会は２月末日現在 ≪各項目の評価基準は以下のとおりです≫

　広尾町議会基本条例では、「議会は

町民に対し、議員の活動を的確に評価

ができる情報を提供する。」と定めて

います。

　議員個人が１年間どう考え、どう活

動したかについて自己評価を行い、そ

の結果を広く町民に知らせることは、

町民が議会、議員に対し、的確な評価

を下す大きな材料となり、議会の透明

化を目指す上での一つの手段になると

考えます。

　そのことから、平成30年の活動につ

いて、「議員個人の活動にかかる自己評価」

を実施しましたので、結果をお知らせ

します。

当選１回
・総務常任委員
・議会広報特別副委員長

出　席 全道開催の研修２件が出席できなかった。

研修・視察 明確な目的を持って参加した。

議員活動 提出書類の遅れがあった。

議員活動の
抱　　　負

町民の意見を聞き、町政に反映させたい。
一般質問をする。

65歳
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萬
ま

亀
き

山
やま

ちず子
こ

前
まえ

崎
ざき

　茂
しげる

北
きた

藤
ふじ

　利
とし

通
みち

志
し

村
むら

　國
くに

昭
あき

当選２回
・総務常任委員長
・議会運営委員
・南十勝複合事務組合議会議員

発　言 自分の考え、意見を発言した。

研修・視察 活動に活かすことができた。

議会改革 活動にあまり活かせていない。

議員活動の
抱　　　負

幸せを感じる街、広尾町をサポートして
いく。

66歳

当選１回
・産業常任委員

発　言 簡潔明瞭とは言えないが、各会議で自分
の考えや意見を発言しようと心がけた。

議会改革 報告会など住民の時間帯とズレがあった。
（開催時間）

議員活動 まだまだ、課題はあると思う。今後課題
を考えていきたい。

議員活動の
抱　　　負

議会報告会に参加できない方たちとの交
流を行いたい。こちらから訪問し仕事中
の合間などで要望等を聞かせてもらいたい。

69歳

当選２回
・総務常任委員
・議会広報特別委員
・議会選出監査委員

出　席 会議・研修ともに皆勤した。

研修・視察 研修、視察で得たことを感想や意見を付
した内容にまとめ、レポートを提出した。

議会改革 議会報告会での様々な意見を真摯に受け
止め、今後の議員活動に活かしたい。

議員活動の
抱　　　負

多くの町民の方の意見や要望を聴取し、
住みよい町づくりを望んでの切実なお話
しが多かった。これらを町政に届けてい
くことが議員の仕事と認識を強め、今後
の活動の糧としたい。

68歳

当選３回
・総務常任副委員長
・議会運営委員
・議会広報特別委員長
・南十勝複合事務組合議会議員

研修・視察 コミュニティスクールの視察で、自治体間の
格差を感じるが、今後の活動に活かしたい。

議会改革 議会報告会で住民に分かりやすいよう説
明を行った。議会懇談会が未実施のため。

議員活動 個人議会報告会を行い参加された町民か
ら要望・意見を収集できた。

議員活動の
抱　　　負

「現場主義」は議員として求められる最
優先課題のものである。町民の皆さんの
意見・要望を聞き町政に反映させ、まち
づくりに参画する一翼を担う。

69歳
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次のページも「議員の自己評価」

「議員研修・モニター会議」

山
やま

谷
や

　照
てる

夫
お

渡
わた

辺
なべ

富
ふ

久
く

馬
ま

星
ほし

加
か

　廣
ひろ

保
やす

小
こ

田
だ

　英
ひで

勝
かつ

当選４回
・総務常任委員
・議会運営委員
・議会広報特別委員

発　言 議会運営などでも協力できた。

研修・視察 都合上（体調）出席できなかった。

議会改革 議会基本条例を制定した以上、取り組ま
なければならない。

議員活動の
抱　　　負

今年も精一杯頑張ります。

81歳

当選３回
・産業常任副委員長
・議会運営委員長

出　席 全ての会議や研修は、重要と認識し出席
できた。

議会改革 実施時には、誠意をもって真摯に取り組
んだ。住民対応に活かせた。

議員活動 その都度対処に心がけ、可能な限り反映
に努めた。提出期限を厳守できた。

議員活動の
抱　　　負

「開かれた議会」や活動が「見える」議
会を目指し議会改革に取り組んでいる。
今年は新年号の年、心新たに議員活動と
資質の向上に一層努めたい。

73歳

当選５回
・産業常任委員長
・議会運営副委員長

出　席 出席は概ね出来たと思う。

研修・視察 100％ではなかった。

議員活動 まずまずかなと思った。

議員活動の
抱　　　負

日常活動の議員としての行動範囲を広げ
ていきたい。

73歳

当選３回
・総務常任委員
・議会広報特別委員

出　席 ほとんどの会議には出席できた。

発　言 一般質問、質疑等意見を発信した。

議会改革 全会議に出席、真剣に取り組んだ。

議員活動の
抱　　　負

年間最低１回以上の一般質問を目指す。

77歳
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小
お

田
だ

　雅
まさ

二
じ

浜
はまがしら

頭　勝
まさる

旗
はた

手
て

　恵
けい

子
こ

堀
ほり

田
た

　成
しげ

郎
お

当選11回
・産業常任委員

出　席 出席できた。

議会改革 議会報告会は、報告内容を「どうわかり
やすく伝えるか」に時間をかけ準備した。

議員活動 独自に町民の意見も聞き、議会報告も行
うなど、反映させてきた。

議員活動の
抱　　　負

町民の願いに寄りそい、苦難解決のため
に、力になりたい。

71歳

当選６回
・産業常任委員
・議会広報特別委員

出　席 参加できなかった研修もあったが、後日
報告書等で確認した。

研修・視察 他議員と研修内容について合同で評価や
討議をすることで、より多くを吸収できる。

議会改革 議会質疑で、議員から住民の立場にたっ
た様々な質問を出すことが、議会改革。

議員活動の
抱　　　負

予算・決算の審議については、町民及び
町のために使われたことの確認を徹底し
たい。また、一般質問等でもっといろん
な視点から町政への提言をしたい。

68歳

当選３回
・議長
・十勝圏複合事務組合議会議員
・とかち広域消防事務組合議会議員

発　言 議場では、議長としての発言に終始して
いる。

研修・視察 十勝町村議員研修会は大変勉強になり、
今後の活動に対するコアが太くなった。

議会改革 昨年と比べ今後への課題が明確になり、
今年はより具体的な実行の年としたい。

議員活動の
抱　　　負

町政に対する追認機関であってはならず、
将来のビジョンを明確にし、代案の無い
批判はただの無責任と肝に銘じ、実行の
伴う議会としていきたい。

52歳

当選３回
・副議長
・産業常任委員
・議会運営委員
・とかち広域消防事務組合議会議員

出　席 概ねできていた。

研修・視察 すぐに本町でとはならないかもしれない
が、今後の議員活動には活かされる。

議会改革 概ねできたと思うが、現在、議会懇談会
を実施していない状況にある。

議員活動の
抱　　　負

あっという間の一年間だったが、今後も
多くの方々の意見を聞き、議員活動に活
かしていきたい。

60歳
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次のページは

「議会改革・議会活動状況」

議会の役割と
　改革の必要性を再確認

　

広
尾
町
議
会
で
は
、
平
成

27
年
に「
議
会
基
本
条
例
」を

制
定
し
、「
議
会
改
革
」
と

し
て
議
会
報
告
会
の
実
施
な

ど
各
種
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
、
平
成
29
年
か
ら
は
、

独
自
の
議
員
研
修
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
議
会
の
役
割
や
仕

組
み
、
議
会
改
革
の
必
要
性

を
再
確
認
し
、
よ
り
実
効
性

の
あ
る
改
革
を
進
め
る
た
め
、

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
の

村
川
寛ひ

ろ

海み

事
務
局
長
を
講
師

に
招
き
、
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

本
研
修
に
は
、
本
町
議
会

議
員
11
人
の
ほ
か
、
議
会
モ

ニ
タ
ー
３
人
、
南
十
勝
町
村

議
会
か
ら
多
数
の
議
員
に
も

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
研
修
の
内
容
（
抜
粋
）】

①
一
般
質
問

　

何
を
聞
き
た
い
・
知
り
た

い
の
か
を
明
確
に
し
、
質
問

が
要
望
や
理
事
者
へ
の
誹
謗

中
傷
と
な
る
こ
と
は
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
質
疑
と
討
論

　

質
疑
は
、
自
己
の
意
見
を

述
べ
て
は
な
ら
な
い
た
め
、

本
来
、
意
見
は
討
論
で
述
べ

る
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
地
方
議
会
で
は

質
疑
に
お
い
て
意
見
を
述
べ

て
し
ま
う
た
め
、
討
論
が
少

な
く
、
会
議
規
則
が
守
ら
れ

て
い
な
い
と
言
え
る
。

③
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
か
ら
議
員

に
な
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て

い
る
。

　

実
際
の
会
議
や
活
動
を
見

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
。

④
議
会
報
告
会

　

議
員
が
地
域
に
出
か
け
て

行
く
こ
と
が
大
切
。

　

町
民
の
意
見
、
声
を
聞
き

出
す
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
 1

29　

通
告
で
質
問
内
容
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
、
時
間
短
縮
が

図
ら
れ
、
よ
り
議
論
が
深
ま

る
の
で
は
な
い
か
。

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
４
人
、
議

員
８
人
が
出
席
し
て
、議
会
・

議
員
活
動
や
議
会
運
営
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま

し
た
。

酒井

一
般
質
問
（
１
議
員
90

分
制
限
）
は
、
事
前
の

れ
な
い
人
も
多
い
た
め
、「
ナ

イ
タ
ー
議
会
」「
休
日
議
会
」

を
行
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
も

行
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
傍

聴
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。

確
な
答
弁
が
得
ら
れ
、
質
問

者
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な

る
。

　

今
後
、
通
告
内
容
を
議
長
、

議
会
運
営
委
員
会
で
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。

會川

事
前
に
具
体
的
な
内
容

を
通
告
す
る
こ
と
で
明

と
を
吸
い
上
げ
て
反
映
さ
せ

た
一
般
質
問
だ
と
自
分
は
傍

聴
し
た
い
な
と
思
う
。

　

町
民
生
活
に
密
着
し
た
内

容
で
、
興
味
が
わ
く
質
問
を

も
っ
と
し
て
ほ
し
い
。

町
民
目
線
や
い
ま
町
民

が
気
に
な
っ
て
い
る
こ

働
い
て
い
る
人
な
ど
、

平
日
の
日
中
だ
と
来
ら

効
果
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

と
聞
い
て
い
る
。

　

検
討
は
し
て
い
る
が
、
結

論
が
出
て
い
な
い
状
況
。

実
際
に
取
り
組
ん
で
い

る
他
町
村
議
会
か
ら
、

　

反
対
意
見
は
聞
く
が
、
賛

成
意
見
は
聞
こ
え
な
い
。

　

議
員
一
人
一
人
が
ど
う
思

っ
て
い
る
の
か
を
知
り
た
い
。

大庭

一
般
質
問
が
い
つ
も
同

じ
人
ば
か
り
。

會川

議
会
基
本
条
例
に
定
め

て
い
る
「
議
員
間
で
の

を
発
信
す
る
の
も
良
い
が
、

討
論
会
な
ど
で
直
に
情
報

（
声
）
を
聞
く
方
が
伝
わ
る

た
め
、
取
り
組
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
。

議
会
広
報
な
ど
の
紙
面

（
文
字
）
に
し
て
情
報

ら
っ
た
が
、
今
後
は
議
員
を

目
指
す
町
民
な
ど
が
参
加
で

き
る
研
修
会
に
し
て
み
て
は
。

11
月
29
日
の
議
員
研
修

会
に
参
加
さ
せ
て
も

議
員
間
で
話
し
合
い
、

次
回
に
向
け
て
検
討
し

酒井

※

自
由
討
議
」
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
。

　

取
り
組
み
は
始
め
て
い
る

が
、
な
か
な
か
う
ま
く
で
き

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

議会

議会

議会モニターも参加

※議会モニター
　議会・議員の活動や議会運営などについて町民からの意見をいただくため、
委嘱しています。現在のモニターは６人（酒井敏夫さん、下森孝俊さん、
石原由紀江さん、會川英二さん、大庭ひとみさん、菊地亜希さん）で、任
期は平成31年５月までです。（２年間）

下森

議会

議会て
い
き
た
い
。

 11
29　
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平成30年は何をした？

議会改革
　

議
会
・
議
員
活
動
や
議
会

で
の
審
議
内
容
を
議
員
自
ら

が
町
民
に
説
明
す
る
「
議
会

報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
内
３
会
場
で
行
い
、
参

加
者
は
74
人
で
し
た
。
主
に

「
国
保
病
院
の
あ
り
方
」
や
「
議

員
定
数
・
報
酬
」
を
テ
ー
マ

に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
高
校
生
の
社

会
へ
の
参
画
意
識
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
広
尾
町
の

議
会
や
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
関
心
、
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
高
校

生
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
が
提
案
し
た
４
つ

の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
高
校
生
・
議

員
・
町
職
員
が
議
論
を
交
わ

す
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

議
員
の
資
質
向
上
を
図
る

た
め
、
独
自
の
研
修
会
を
４

回
開
催
し
、
議
論
の
前
に
詳

し
い
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
た
。

※
23
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

　

普
段
な
か
な
か
入
る
こ
と

の
な
い
議
場
を
町
民
に
開
放

し
て
足
を
運
ん
で
も
ら
う
こ

と
で
、
議
会
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

狙
い
か
ら
、
議
場
で
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。

※
11
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

　

１
年
間
の
議
員
活
動
を
自

己
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
議

会
広
報
に
掲
載
し
て
町
民
に

周
知
し
ま
し
た
。

※
19
ペ
ー
ジ
～
22
ペ
ー
ジ
に

関
連
記
事

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
本
会

議
、
予
算
・
決
算
特
別
委
員

会
の
会
議
録
を
公
開
し
て
い

ま
す
。（
公
開
時
期
は
各
会

議
の
約
３
か
月
後
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
映
像

配
信
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、

本
会
議
ま
た
は
本
会
議
場
で

開
催
さ
れ
る
委
員
会
の
生
中

継
、
録
画
中
継
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

①
議
案
賛
否

　

人
事
案
件
を
除
く
賛
否
の

あ
っ
た
議
案
に
つ
い
て
、
議

員
そ
れ
ぞ
れ
の
賛
否
状
況
。

②
議
員
の
出
欠
状
況

　

本
会
議
、
各
委
員
会
、
研

修
等
に
お
け
る
各
議
員
の
出

欠
状
況
。

③
議
会
活
動
状
況

　

「
本
会
議
開
催
状
況
」「
付

議
事
件
・
議
決
結
果
（
件
数

及
び
件
名
）」「
一
般
質
問
」「
意

見
書
」
な
ど
。

　

議
員
研
修
や
委
員
会
行
政

視
察
等
に
参
加
し
た
議
員
は
、

事
後
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
て

い
ま
す
。

　

議
会
の
運
営
等
に
関
し
、

町
民
か
ら
の
要
望
や
意
見
を

聞
く
た
め
、
議
会
モ
ニ
タ
ー

を
６
名
委
嘱
（
定
員
12
名
、

委
嘱
期
間
２
年
）
し
て
い
ま

す
。

　

モ
ニ
タ
ー
会
議
は
２
回
開

催
し
ま
し
た
。

※
23
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

会
議
録
の
公
開

開催日 会　場　・　参加人数

５／22 農村環境改善センター・13人

５／22 音調津総合センター・38人

５／28 コミュニティセンター・23人

広
尾
中
学
校
と

広
尾
高
校
の
吹
奏
学
部

継
続
は
力
な
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

議
会
情
報
の
公
開

議
会
モ
ニ
タ
ー

自
己
評
価

２年目となった議会報告会

出演

議
会
報
告
会

レ
ポ
ー
ト
の
提
出

議
場
de
コ
ン
サ
ー
ト

議
会
懇
談
会

　

２
班
体
制
で
、
町
内
各
種

団
体
と
の
懇
談
会
を
開
催
す

る
予
定
で
し
た
が
、
平
成
30

年
は
未
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

高
校
生
議
会

議
員
研
修
会
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次のページは「議会日誌・

高校生との懇談会」

平成30年 広尾町議会の活動状況
※平成30年１月～12月

回数 会議日数 付議事件数 傍聴者数

定例会 4回 15日 135件 47人

臨時会 3回 3日 35件

合　計 7回 18日 170件 47人

１．本会議開催状況 ３．一般質問

区　　分
定例会 延べ

人数

実

人数第1回 第2回 第3回 第4回

質問者数 5人 5人 4人 3人 17人 7人

２．付議事件数・議決結果 （単位：件）

区分 提出者 種類・件数 議決結果・件数

定　
　

例　
　

会

町　
　

長

条　　例 27 原案可決 27

予　　算 52 原案可決 52

決　　算 10 認　　定 10

人事案件 7
同　　意 6

適　　任 1

契　　約

専決処分 6 報　　告 6

そ の 他 13
原案可決 7

報　　告 6

小　　計 115 小　　　計 115

議　
　

員

条　　例

意 見 書 12 原案可決 12

決　　議 1 原案可決 1

規　　則

そ の 他 3
原案可決 2

そ の 他 1

小　　計 16 小　　　計 16

委
員
会

条　　例

そ の 他 4 原案可決 4

小　　計 4 小　　　計 4

定例会　計 135 135

臨　
　

時　
　

会

町　
　

長

条　　例 8 原案可決 8

予　　算 19 原案可決 19

人事案件

専決処分 4
承　　認 1

報　　告 3

契　　約

小　　計 31 小　　計 31

議　

員

条　　例

そ の 他 4
当選・互選 2

そ の 他 2

小　　計 4 小　　計 4

委員会 そ の 他

臨時会　計 35 35

年　間　件　数 170 170

４．委員会開催状況

委員会名 会期中 閉会中 計

総務常任委員会 1日 5日 6日

産業常任委員会 1日 6日 7日

議会運営委員会 6日 4日 10日

特
別
委
員
会

予 算 審 査 6日 0日 6日

決 算 審 査 3日 0日 3日

議 会 広 報 1日 12日 13日

議員定数等調査 1日 1日 2日

国保病院のあり方調査 3日 4日 7日

合　　　計 22日 32日 54日

５．研修・視察活動等
①議員研修会

日程 参加人数 研修地 内　　　容

1/23 13人 広尾町
広尾町議会議員研修会

議員報酬（月額）十勝標準の試算

2/8 13人 広尾町
広尾町議会議員研修会

新国民健康保険制度の仕組み

5/7 11人 広尾町
広尾町議会議員研修会

地方独立行政法人制度

7/3

～4
10人 札幌市

北海道町村議会議長会主催

講演（2名）

8/21

～22
3人 札幌市

北海道町村議会議長会主催

議会広報研修会

講演（1名）

11/6 10人 芽室町
十勝町村議会議長会主催

今後の行財政運営の課題

11/29 11人 広尾町
広尾町議会議員等研修会

議会の役割と議会改革

②常任委員会行政視察

区分 日程 参加者 視察先 内　　容

総務
10/24

～26

委員

4人

長万部町
ごみ処理施設の運営状況に

ついて

恵庭市 コミュニティ・スクール（ＣＳ）

の導入状況について北広島市

産業
10/29

～31

委員

5人

北見市
林産加工等の現状について

津別町

厚岸町 栽培漁業と水産物加工の取り

組みについて釧路町

６．意見書の可決状況

区　　分
定例会

合計
第1回 第2回 第3回 第4回

可決件数 3件 4件 3件 2件 12件
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【12月】

２日　独居高齢者「クリスマス会」

４日　第４回広尾町議会定例会（～７日）

６日　第10回議会運営委員会

　　　第７回議員協議会

７日　議会広報編集会議

９日　長崎県西海市姉妹交流事業懇親会

14日　議場 de コンサート

15日　広尾高校国際交流派遣報告会

18日　第４回産業常任委員会

26日　広尾町消防団歳末特別警戒激励

【１月】

３日　はたちのつどい

４日　広尾町消防団「新年出初式」

５日　広尾漁業協同組合初競り

７日　新年交礼会（町主催）

９日　十勝毎日新聞社年賀会（帯広市）

11日　船霊祭

13日　アイスストッカーひろお大会

18日　南十勝複合事務組合議会議員協議会（大樹町）

19日　北海道議会議長 大谷亨政経セミナー（帯広市）

20日　北海道議会議員 喜多龍一と新春道政を語る会

23日　交通安全署名簿奉納及び交通安全祈願祭

　　　広尾町商工会永年勤続優良従業員表彰式典

25日　豊似小学校校舎落成式

26日　陸上自衛隊第４普通科連隊第２中隊と２町新年

　　　交流会（大樹町）

28日　第１回総務常任委員会

29日　第２回議会モニター会議

30日　十勝港まつり協賛会会議

31日　市町村行政懇談会・新年交礼会（帯広市）

議会活動日誌
平成30年12月～平成31年２月

【２月】
３日　中川郁子新年交礼会（帯広市）
５日　議会広報編集会議
８日　広尾高校生と議会議員のまちづくり懇談会
11日　衆議院議員 石川香織新年交礼会（帯広市）
14日　第１回広尾町議会臨時会
　　　第１回国保病院のあり方に関する調査特別委員会
　　　第１回議員協議会
　　　第１回議会広報特別委員会
17日　ひろお幼稚園閉園式
22日　議会懇談会（農協青年部・１班）
　　　十勝町村議会議長会定例会（帯広市）
25日　南十勝複合事務組合議会定例会（大樹町）
　　　北海道町村議会議長会創立70周年記念式典
　　　（～26日・札幌市）
26日　広尾町森林組合通常総会
27日　平成31年度入隊　自衛隊新入隊員激励会
　　　議会懇談会（商工会役員・２班）
28日　第１回議会運営委員会
　　　とかち広域消防事務組合議会定例会（帯広市）
　　　十勝圏複合事務組合議会定例会（帯広市）

閉会中の所管事務調査

　各常任委員会と議会運営委員会は、平成31年

第１回定例会までの閉会中に、次の所管事務調

査を実施します。

◇総務常任委員会

①広尾バス待合所の設置及び運営状況について

②豊似小学校校舎の改築状況について

◇産業常任委員会

①町道の除排雪計画について

◇議会運営委員会

①議会の運営に関する事項について

②議会の基本条例、会議規則等に関する事項について

③議長の諮問に関する事項について

　

議
会
や
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
高
校
生
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
議
員

が
将
来
を
担
う
若
者
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
す
こ
と
を
目
的
に
、
広

尾
高
校
第
１
学
年
（
39
名
）

の
み
な
さ
ん
と
懇
談
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

浜
頭
副
議
長
よ
り
町
議
会

の
役
割
や
広
尾
町
の
現
状
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、

５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
町

議
会
に
関
す
る
こ
と
」「
広

尾
町
に
関
す
る
こ
と
」
の
２

つ
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
、
議
員
も
高
校

生
も
お
互
い
に
緊
張
し
て
い

ま
し
た
が
、
懇
談
し
て
い
く

う
ち
に
笑
顔
も
見
ら
れ
、
活

発
な
議
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
各
グ
ル
ー
プ
の

代
表
生
徒
が
懇
談
内
容
と
感

想
を
発
表
し
、
皆
添
校
長
先

生
か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

※
詳
細
は
、
４
月
１
日
発
行

予
定
の
議
会
速
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

高校生と議員の
　まちづくり懇談会

を開催

 2
8　

Ｐ18さーたちゃんからの挑戦状
広尾町議会クイズの答え

Ｑ１：２ 　Ｑ２：１ 　Ｑ３：３


